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　中野方町坂折地区の棚田は、今から４００年ほど前から

築かれ始め、明治時代初期にはほぼ現在の姿を形成。全

国でも有数の美しい景色が評価され、１９９９（平成１１）

年には農林水産省の「日本の棚田百選」に認定された。

急傾斜地での水田のほとんどを、一つ一つの石で積んで

ある石積みのあぜが特徴。その中には黒
くろ

鍬
くわ

と呼ばれる専

門の石工集団によって、築かれたと伝えられる美しい石

積みが数多く残る。棚田の環境保全を目的として、地元

住民らで発足したＮＰ

Ｏ法人恵那市坂折棚田

保存会の活動では、棚

田米による日本酒造り

や棚田オーナー制度に

よる体験農業などによ

り、地域農業の活性化

を推進中。
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▲中山太鼓の「回り打ち」

▲秋の実りの坂折棚田

中山太鼓保存会は、１９７７（昭和５２）年に結

成された。過去には、国立劇場「日本の太鼓」

や、「大阪花の万博」、「愛・地球博」で、ま

た１９９９（平成１１）年にはアジア国際文化交

流事業の一環として、マレーシアでも演奏

を披露した。

中山太鼓 飛び入り歓迎の回り打ち

坂折棚田 日本の棚田百選
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２００３（平成１５）年に開催した第９回全国棚

田（千枚田）サミットを契機に、坂折棚田へ

訪れる人が増加。また失われつつある石積

みの技術と景観を、後世へ残すという目的

で、石積み名人から工法を学び体験する坂

折棚田石積み塾を開催している。 特徴でもある石積みのあぜ▲

▲中山太鼓のイラスト

　串原総氏神中山神社の祭礼で奉納される太鼓。大太鼓

はスリコギ形のバチ（キリ製）で、締め太鼓は竹製のバチ

を２本使って、長時間各組がたたく勇

壮な太鼓。その由来は、豊年祝い

または雨
あま

乞
ご

いの祈願が発祥と推定

されるが定かでない。１５７４（天正２）

年、武田軍の美濃侵攻に際して、迎

え討った織田軍の将串原弥左衛門配

下の武士たちは、大太鼓を拳で打ち

鳴らし、締め太鼓を焼き清めた矢で折れ尽きるまで打ち

鳴らし軍運を祈願したという。毎年１０月の第３日曜日

に奉納され、県の重要無形民俗文化財に指定されている。

初めは一人の打ち手から、やがて一節毎に打ち手が交替

しながら打つ「回り打ち」に変化。その「回り打ち」の輪が、

ついには一つになる姿は圧巻。


